
二分探索アルゴリズム



二分探索法とは

① 二分探索法は、

❶ 整列済み配列を、軸(ピボット)を使用して２分割する。
❷ 探索データがどちらの系列に属するかを調べる。
❸ 新しい軸を使用して、２分割して属する範囲を調べる。
❹ この操作を繰り返してデータを探索する方法である。

② 探索の対象となる配列が、
あらかじめ昇順(降順)に並んでいるときに

用いることができる。



二分探索法の図

中央の値

探索データが中央のデータより
小さい場合の新しい探索範囲

添字の範囲 Ｌ～Ｒ＝Ｋ－１

探索データが中央のデータより
大きい場合の新しい探索範囲
添字の範囲 Ｌ＝ｋ＋１～Ｒ

中央の添字の値は
Ｋ＝(Ｌ＋Ｒ)／２で求める



二分探索法の手順

① 対象の配列を昇順(降順)に並べる。

② 探索する範囲、探索下限Ａ、探索上限Ｂを設定する。。

③ 比較対象の中央の要素の添字Ｋ＝[(Ａ＋Ｂ)／２]を決める。

④ Ｋの要素の値と探索する値が一致すると
探索成功。探索を終了する。



⑤ Ｋの要素の値＞探索する値のときは、
探索上限Ｂ＝Ｋ－１を求め、

⑥ Ｋの要素の値＜探索する値のときは、
探索下限Ａ＝Ｋ＋１を求め、

⑦ Ａ～Ｂを新しい探索範囲とする。

⑧ 探索下限Ａと探索上限Ｂの値が、
Ａ≦Ｂの間、③～⑦を繰り返す。



⑨ 探索下限Ａと探索上限Ｂの値が、Ａ＞Ｂとなると
探索不成功。

⑩ 対象の配列の中に
探索する値が存在しないので探索を終了する。

⑪ [Ｘ]はＸを超えない最大の整数値を示す
ガウス関数である。小数点以下を切り捨てる。



二分探索法
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二分探索法の計算量

① データ個数がＮの場合の必要な比較回数

❶ 最大比較回数［ｌｏｇ２Ｎ］＋１回
❷ 平均比較回数は［ｌｏｇ２Ｎ］回

② 二分探索の終了条件

Ａ＞Ｂであって、Ａ≧Ｂでないことに注意する必要がある。



平均比較回数の求め方

① 二分探索を行う場合の
比較回数の平均値をＫ、

データ数をｎとすると、次の式が成り立つ
２ｋ≦ｎ＜２ｋ＋１

両辺の２を底とする対数をとると
log２２

ｋ≦log２ｎ＜log２２
ｋ＋１

Ｋ≦log２ｎ＜Ｋ＋１
Ｋ＝[log２ｎ]

② 平均比較回数は[log２ｎ]、
最大比較回数はＫ＋１＝[log２ｎ]＋１
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